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企業とボランティア

東 海 銀 行 常 務 取 締 役
愛知いのちの竃話協会理事

地域社会との共存を基盤とする金融機関にとっ
て、地域社会に貢献する活動・社会貢献活動は

重要な経営課題です。東海銀行も、企業理念の

中に「社会と共に躍進し続ける企業を目指す」
を揚げ、本来業務や機能により社会的・公共的

使命を果たすことはもちろん、独自の社会的活
動を通じて地域社会への貢献を実践しています。

古くは昭和４８年ｎ月に銀行内に「公共活動促進

委員会」を設置し、組織的展川をスタートしま
した。意識啓蒙のため、行員に小冊子を配布し

たり「花いっぱい迎助」や「地域貢献運動」を

展開したりいたしました。その後、昭和５０年５

月には、自然・生活・文化環境の整備向上に資
する事業を展開する「東海財団」を、昭和５８年
９月には、国際交流に貢献する諸事業を実施す

る「東海銀行国際財団」を設立し、財団を通じ
た社会貢献活動に注力する一方、銀行自身でも

「東海銀行小さな親切の会」設吐や国連雛民高

等弁務官事務所の活動支援など、全行レベルで

多岐にわたる社会貢献活動に４沁柩的に取り組ん
で米ています。

私自身は偶然にも昭和５０年当時より４年半ほ
ど銀行の公共活動推進の担当者として、こうし

た活動の立ち上げに携わった経験かあります。
この時に感じたことは、こうした活動はややも

すると企業のＰＲ活助になったり、頼まれて仕
方なく行う寄付行為的なものになりがちである、
ということでした。一方で何の見返りも求めず、

ただ感謝の気持から、そして自らの力で地域の
隣人に少しでもお役に立ちたいと願う心から出

た「小さな活動」でこそ参加者が大きな喜びを

感じていたことを思い出します。
私と「いのちの電話」との出会いは自らの意

- ２ -

鈴 木 郁 雄

志 か ら で は な く 、 私 の 銀 行 に お け る 役 職 の 関 係

か ら た ま た ま 評 識 員 に ご 指 名 い た だ い た こ と か

ら 始 ま り ま し た 。 し か し 、 ご 縁 を い た だ い た 以

上 と に か く 評 議 員 会 に だ け は 、 出 来 る 限 り 最 優

先 で 出 さ せ て い た だ こ う と い う と こ ろ か ら 始 ま っ

た 私 と 「 い の ち の 電 話 」 と の 関 り の 中 で 、 私 は

こ の 社 会 福 祉 法 人 が い か に 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア

の 方 々 の 「 好 意 」 と 「 奉 仕 の 気 持 」 そ し て 「 熱

意 」 で 成 り 立 っ て い る の か を 知 り ま し た 。 こ う

し た 純 粋 な 気 持 の 尊 さ を 改 め て 身 に し み て 感 じ

た と い う の が 素 直 な 実 感 で し た 。 そ れ 以 来 、 私

自 身 も 小 さ な 力 し か 持 ち 合 せ て い ま せ ん が 、 限

ら れ た 力 の 中 で 少 し で も お 役 に 立 と う 、 そ ん な

気 持 で 評 議 員 と し て の ５ 年 間 程 を 過 ご し て ま い

り ま し た 。 し か し 現 実 は 自 分 の 意 志 の 弱 さ に 幻

滅 を 感 じ つ つ 現 在 に 至 っ て い る と い う の が 本 音

で あ り ま す。

目 本 の 社 会 全 体 が 成 熟 化 し 一 方 で グ ロ ー バ リ

ゼ ー シ ョ ン が 急 速 に 進 む 巾 で 、 最 近 の 社 会 現 象

を み る に つ け 、 権 利 の み を 主 張 し た り 、 ジ ェ ラ ⌒

シ ー か ら 人 を 陥 れ た り 、 自 分 の エ ゴ む き 出 し の

行 動 が 多 く み ら れ る な ど 、 懸 念 さ れ る 面 が あ る
一 方 、 阪 神 大 腱 災 等 で み ら れ た ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 、 あ る い は 目 に 見 え な い 地 味 な 多 く の ホ ラ ソ

テ ィ ア 活 動 が 行 わ れ て い る こ と も 一 方 の 事 実 で

す 。 こ う し た 地 味 で 「 小 さ な 活 動 」 を 社 会 が ど

う 育 ん で い け る か か そ の 社 会 そ の も の の 健 全 性

を 表 わ す の で は な い か と 思 い ま す。

私 も 銀 行 の 社 会 貢 献 活 動 の 立 ち 上 げ に 参 画 し

た 人 間 の 一 人 と し て 微 力 で す が 企 業 内 の 社 会 貢

献 に 対 す る 意 識 の 浸 透 を 図 る と と も に 、 個 人 と

し て 地 に 足 の つ い た 活 動 を 継 続 し て 央 践 し て い

き た い と 考 え て い る と こ ろ で す。



昨年五月に神戸市須磨区で起きた連続児童殺

傷事件は人々に大きな衝撃を与えました。更に

少年による「ナイフ殺人」「強盗」「覚せい剤

乱用」「おやじがり」「援助交際」などの広が

りは世の苛立ちや不安を誘い、少年に対する強

硬策肯定の気分を広げています。警察庁は少年

「逮捕」多用を宣言し、強盗もどきの粗暴犯少

年の強盗犯（凶悪犯）としての検挙も増加の模
様です。あちこちで「少年法改正」が声

高に主張され、少年に対する死刑や無期

懲役判決も当然視されて来ています。文

部省も毅然とした対処を呼び掛け、「青
戸少年育成の権威者たち」も此れを弁護し、

既に警察と学校との人事交流も開始され
ています。状況から止むを得ない措置な

のでしょうが、一昔前のアメリカの事態

が思い出されます。

然し「残忍な攻撃を慎重に計画した凶

悪な少年」と報道されながら、そこには

刹那的「幼児性」が読み取れます。それ
は先を見て辛抱する力、全うな自己表現

力や感情の自己統制力が育っていない子

ども達です。恐らく些細な過ちを契機と

して次第に周囲との絆を喪失し、これら
の力を育てられずに、非現実空間でやっ

と自己の存在を確認するような、「育ち

「 を 失 っ た 」 子 ど も 達 な の で し ょ う 。
いったい非行とは何なのでしょう。私

も参加していた司法福祉研究会は四半世

山

紀ほど前に『非行をのりこえる』という本を出
し、非行の本質と現象をしっかり見据え、否定

の中に肯定を発見する対処法を提案しました。

当時は、学校現場で非行と格闘し「非行は子ど
もの全人格崩壊」の結果だとする真面目な教師

達から「甘すぎる」との批判を受けたものでし

た。それは子どもと一緒に非行を否定すると同

時に、「子どもは過ちを犯しながら成長する」

という本質を忘れず、非行という「否定」の中
にも「肯定」を発見し、在るがままの子どもを

受け容れて非行克服力を引き出そうとしたもの
でした。一時流行した「ラベリング論」も初発

非行での犯罪者ラベルの固定化が本格的犯罪者
を創り出すとの警告を発したのですが、「絆論」

のハーシイは身近かな者への愛着、築き上げて

きた生活への拘り、邁進出来る日常活動、親等
への尊敬と価値の共有等の肯定的自己形成が人

を犯罪から遠ざけると考えました。要は児童の

な企業家となっている研正夫氏が「俺が真面目

にやっていることを望んでくれる人がいること

に気づき……・悪いことが馬鹿らしくなってきた」

（『俺達の少年期』法政出版）と語る時、子ど
もの成長にとって展望や自己肯定、その条件造

りが如何に大切かを教えられます。だからこそ

最近の少年犯罪を見る時も、現象に振り回され

ない覚悟の必要性を痛感するのです。
（訓練スタッフ・日本福祉大学副学長）

権利条約第４０条にあるように、非行

少年とされる「当の子ども自身が人

間としての尊厳を大切にされ、自己
の価値を尊重されるような仕方で扱

われる権利を持ち、それによって当

の子どもが他人の人権や基本的自由

を尊重するように育てられる」こと

によって非行を克服出来るというこ

とでしょうか。

ボランティア活動のなかで将来の
「一番やりたいこと」を見つけ、そ

の目標に向かって勉強している通信

制高校生の坂本奈美さんが「勉強は

嫌い。だけど自分の夢をかなえるた
めだったら全然苦痛に思わない」

（『ｌｉ` ＵＫＵＳＨＩＴＩ：（⊃ＨＩＧＩ）３１６号）

と語り、自立援助ホームの星俊彦氏

が 、 子 ど も 達 に と っ て 必 要 な の は
「一緒に生きていくことの出来る、
一緒に歩いてくれるまともな普通の

大人」（同上）だと語り、今は立派
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１ ９ ９ ７ 年 度 事 業 報 告

常 務 理 事 木 本 精 之 助

長 岡 利 貞

豊 田 壽 子 、 笠 原 Ｉ 嘉 、 野 村 純 二 、 鈴 木 郁 雄 、 岡 部 快 圓 、 木 本 精 之 助

内 河 恵 一 、 小 山 勇

長 岡 利 貞 、 西 沢 信 正 、 水 谷 巍 、 山 口 幸 男 、 加 藤 迪 春 、 梶 原 寿 、 川 原 恵 、 柿 本 大 真 、 木 島 正 司 、

兼 田 智 彦 、 長 井 潤 、 安 藤 和 彦 、 浜 下 訓 子 、 常 富 佳 子 、 キ ース ハ ン フ リ ーズ

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

１９９７年度の事業の概略を報告させて頂きます。愛知いのちの電話協会の電話相談活勁に、この年もかわら

ぬ ご 支 援 を 賜 り ま し た 賛 助 会 員 、 賛 助 法 人 並 び に 寄 付 者 （ 個 人 及 び 団 体 ） の 皆 さ ま に 心 よ り の 感 謝 を 申 し 上

げ ま す。 ま た 一 年 を 通 じ て 一 日 の 休 み も な く 奉 仕 を 継 続 して 頂 き ま し た 相 談 員 の 方 々 の ご 労 苦 に あ ら た めて

敬意と感謝を申しあげます。

［ ］ 璽 麹 互 ）

’ ３年にわたった開局１０周年記念事業が完了し、１９９７年度は、新しい飛躍を目指して前進をはかる年と意気

込 ん だ 年 で あ り ま し た が 、 予 期 し な い 大 き な 変 化 を 経 験 す る こ と に な り ま し た 。

最 大 の も の は 、 開 局 以 来 の 初 代 理 事 長 相 馬 信 夫 司 教 が 年 度 の な か ば に 天 に 召 さ れ た こ と で し た 。 当 協 会 に

とっての大きな痛手ではありましたが、相馬理事長の遺された意志を継承するとともに新しい時代へのステッ。、Ｓ

ブ を 意 図 して、 組 織 の 若 返 り を 願 い つ つ 長 岡 利 貞 新 理 事 長 以 下 の 理 事 、 評 議 員 の 構 成 を 新 し く す る こ と が 出

来 ま し た 。 下 記 の 方 々 に 、 理 事 、 評 議 員 と しての ご 奉 仕 を 願 う こ と と な り ま し た 。

い ま 一 つ の 大 き な 変 化 は 、 社 会 福 祉 法 人 と して、 従 来 愛 知 県 民 生 部 の 指 導 監 督 の 下 に あ り ま し た も の が 、

１９９７年度より、名古屋市民生局の指導を受けることになりました。このため、名古屋市民生局長以下の担当

者 と 協 識 の 上 、 監 査 を 受 け た り 、 定 款 変 更 等 を こ の 年 度 内 に 済 ま せ 、 組 織 と しての 明 確 化 を 進 め る こ と が 出

来ました。

相談員餐成講座は、前年度に引きつづき、第１０期養成講座を実施いたしました。相談員の継統研修、スー
パー ビ ジョ ン は 、 従 来 の 進 め 方 に 、 新 し い 力 点 を 加 えて、 進 行 中 で あ り ま す。 ボ ラ ン ティア 相 談 員 諸 氏 の 熱

意 と 、 訓 練 指 導 を 奉 仕 頂 く 講 師 の 方 々 め ご 尽 力 に も 感 謝 と 敬 意 を 表 す 次 第 で あ り ま す。

電話相談の受信件数は、年間総計：１．１２、９９５．開局以来の受信総数は１７０、８５８件（９８年３月末）に達しました。

依 然 と して、 い じ め の 問 題 や 児 童 虐 待 等 へ の 憂 慮 も あ り 、 い の ち の 電 話 へ の 社 会 の 関 心 や 期 待 は 益 々 強 ま っ

ていくことが感じられます。

１０周年記念事業としてスタートしたフリーマーケットは、今年度も東別院の好意により１０月に開催し、成

果 を あ げ る こ と が 出 来 ま し た 。 リ サイクル と 環 境 保 全 へ の 市 民 の 関 心 に 応 えて、 次 年 度 も 新 し い 発 想 を 加 え

て 実 施 さ れ る こ と に な り ま す 。 ＼ｌ ｊ -
２ 月 に は 電 気 文 化 会 館 に て、 チ ャ リ ティ ゴ ソ サ ー ト を 企 画 し 、 野 村 勤 氏 と 葦 笛 の 会 に よる フル ー ト 合 奏 に ４ り ５

好 評 を 博 す る こ と が 出 来 ま し た 。 ・ ‥ ‥ ‥ ・ ・ ・ ・

深 刻 な 不 況 が 続 く 、 き び し い 経 済 環 境 の 中 に も 、 か わ ら ぬ 資 金 の 上 の ご 支 援 を お 寄 せ 下 さ る 個 人 、 法 人 並

びに団体の皆さまに、厚く御礼申しあげます。

理事長
理 事
監 事
評議員



総務委員会報告

恒例の行事については次のように取組みました。

フ ォ ー ラム ま だ 定 式 が 確 立 し な い ま ま １ ２ 年 目 を

迎 え ま し た が 、 近 年 は 相 談 員 相 互 の 交 流 懇 談 と い

う 形 に 固 ま って き ま し た 。 ７ 月 ２ ６ 日 ウ イル 愛 知

の 会 議 室 と 和 室 で 行 わ れ ま し た 。 台 風 接 近 の 中 で

し た が 、 長 井 委 員 の フ ラメ ソ コ ギ タ ー の 演 奏 と 全

国 大 会 の ビ デ オ、 和 室 で は ア ソ ケ ー ト を も と に し

た懇談もなごやかにすすめられました。

フ リ ーマー ケ ッ ト １ ０ 月 １ ９ 日 東 別 院 で 開 か れ ま

した。出店は６７で少なめでしたが、名城ライオン

ズクラブの協力があり２３４、１１０円の収益がありま- ¶ 〃

ｒ ａ 。

講 演 会 か ん ぽ 「 心 の 健 康 増 進 セ ミ ナ ー 」 は １ ０ 月

２５日ＹＷＣＡにて川原啓美先生の講演「生きるこ

とそして死ぬこと」が行われ、１２０人が参加しま

し た 。 会 場 超 満 員 の 人 々 は 、 一 部 中 日 新 聞 に も 連

載された貴重な体験談に大きな感銘を受けました。

チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト ２ 月 １ ９ 日 フ ル ー ト 野

村 勤 氏 ・ 葦 笛 の 会 の 協 力 を 得 て 電 気 文 化 会 館 で 開

か れ ま し た 。 フル ー トア ソ サ ソ ブル を 始 め て の 人

も多く、大変楽しいコソサートでした。２３０人の

参加があり４３４、２４５円収益がありました。

今年からは社会福祉法人の所轄が県から市に移っ

た と い う こ と も あ り 、 谷 田 武 彦 市 会 識 員 の お 口 ぞ

えで市の担当局長・部長らとの懇談会（７月９日）

を 持 つ こ と が で き 、 当 局 の 理 解 を 深 め る こ と が で

ｒ き ま し た 。
以 前 の 運 営 委 員 か ら 総 務 委 員 と 名 前 が 変 わ って

以来、そのＩ繊域について識論されてきました。年

２ 回 の 定 例 理 事 会 で は 処 理 で き な い 問 題 を 臨 機 応

変 に と り 組 む こ と が 望 ま れ ま す。 市 当 局 と の 連 絡

や 賛 助 会 員 と の か か わ り 、 拡 大 。 そ れ か ら 懸 案 の

２４時間体制のための場所の問題は重要な課題であ

り ま す。 相 談 員 の 就 務 環 境 の 改 善 。 相 談 員 の 会 で

と り ま と め ら れ た 要 望 の 理 事 会 と の 調 整 等 ま だ 手

うかずで次期に申送ることになってしまいました。

（ 総 務 委 員 長 。 水 谷 巍 ）

- ５ -

訓練委員会報告

☆１９９７年度の養成講座（Ａ班）では３７名が相談

員の認定を受けてすでに活躍中、（Ｂ班）では２８

名が受講中で、１０月には新しい戦力として加わる

こ と に な る 。 例 年 に 比 べ 応 募 者 が 多 か っ た こ と か

ら 、 や や 変 則 的 に な っ た が 、 こ れも 電 話 相 談 が 市

民 権 を え た こ と の 証 し と して 喜 び た い 。 継 統 研 修

は２年をサイクルとした新しい方法を採用したが、

この成果についてはやがて総括することになろう。

ケ ース 研 究 会 は ４ 回 開 き 当 面 す る 「 頻 回 通 話 者 」

を テ ー マ と し 、 そ の 話 し 合 い の 中 で 電 話 相 談 の 在

り方が厳しく問われた。

★ さ て 、 私 達 の 活 勁 が 始 ま っ て 今 年 で １ ３ 年 目 に

入る。人間の発達になぞらえていえば、１３歳は思

春 期 、 親 か ら 自 立 を は か る 年 齢 で あ る 。 少 年 少 女

期 で あ れ ば 、 親 の しつ け に 忠 実 で あ れ ば よ い 子 と

み な さ れ 、 多 少 の 自 画 自 賛 も お 愛 敬 と して 大 目 に

み ら れ る 。 し か し 、 思 春 期 は そ う は い か な い 。 与

え ら れ た こ と に 疑 問 を 持 ち 、 吟 味 し な お す 批 判 の

時期である。また深く自問自答する時期でもある。

こ の い ず れ も が 健 康 な 動 き で あ る こ と は 言 う ま で

もない。第１７回全国研修会はそのよいきっかけで

あった。

☆ 訓 練 委 員 会 が い つ も 苦 心 す る の は 、 電 話 相 談

の 理 念 や 原 則 に 関 す る こ と は 意 外 に 少 な い 。 む し

ろ 、 継 統 研 修 の 欠 席 者 ・ スー パ ー ヴィ ジ ョ ン の 未

終 了 者 ・ 登 録 研 修 欠 席 者 な ど い わ ぱ 例 外 的 な 事 例

に つ い て 、 相 談 員 の 個 々 の 事 情 を ふ ま えつ つ 、 相

談 員 手 帳 に 掲 げ ら れて い る 原 則 に 照 ら して 、 い か

に 厳 正 ・ 公 平 な 判 断 を す る か と い う 点 で あ る 。 ボ

ラ ン テ ィア 活 動 の 特 質 で あ る 自 発 性 と 申 し 合 わ せ

と の ジ レン マ に い つ も 悩 む 。 ボ ラ ン テ ィア 活 動 に

「 忙 し い 」 と い う 遁 辞 は な い と い う が 、 杓 子 定 規

は 不 似 合 いで あ る 。 そ れ ぞ れ が 事 情 や 理 由 を 「 き

ちんと」主張することができればと思う。

★ ４ 月 ６ 日 の 訓 練 委 員 会 で 山 口 真 人 氏 を 次 期 の

委 員 長 に 選 ん だ 。 経 験 豊 か な 気 鋭 の 人 、 初 心 を 重

ん じ つ つ も 柔 軟 な 発 想 の 人 、 新 し い 時 代 を 担 う 適

切 な 委 員 長 が え ら れ た こ と を 皆 さ ん と と も に 喜 び
ｊ た い 。 （ 訓 練 委 員 長 長 岡 利 貞 ）

二 手 - ミ



財務委員会報告 ●

・

１９９７年度の収支をご報告申し上げます。
当年度のわが国の景気動向は停滞から下降気

味でありましたが、総体的には前期（但し基本
金繰入れ２４、５００千円を除く）と略同様な決算と
なりました。
これは、偏に会員各位の本事業に対するご理

解とご協力の賜物でございまして先ずもって厚
くお礼を申し上げます。
しかし、収入と支出の対前期比についてご注

目 し て 戴 き た い 数 値 が あ り ま す。

収入＝法人個人会費十賛助会費十寄付金十年末募金
’９６年度期１３，６５９千円１００．０％

’９７年度期：１．１，４２４千円８３．６％

差 額 △ ２ ， ２ ３ ５ 千 円 △ １ ６ ． ４ ％

支出＝人件費十旅費・交通費十共益費十水道高熱費
’９６年度期１１，７９５千円１００．０％

’９７年度期１１，９４９千円１０１．３％

差 額 ＋ １ ５ ４ 千 円 ＋ １ ． ３ ％

１９９７年度収支計算書 （単位円）
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９７年度決算額 科 目 １９９７年度決算額
事業費支出

教育・訓練費
広報費
詞査・研究費
渉外資
特別事業費
職員給与・賞与
福利厚生費
退職引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
備品・消耗品費
営繕費
租税公課
拠出金
雑費
事業外支出

基金繰入
総計
当期繰越金

１ ６ ， ２ ３ ７ ， ５ ６ ２

２ ， ６ ６ １ ， ９ ４ １

６ ７ １ ， ２ ８ ０

１ ０ ８ ， １ ２ ０

３ ２ ８ ， ３ ０ ０

５ １ ９ ， ０ ９ ４
４ ， ８ ５ ０ ， ７ ２ ０

４ ０ ， ６ ７ ２

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

８ ７ ２ ， ３ ８ ０

３ １ ９ ， ８ ３ ０
２ ３ ６ ， ７ １ ８

３ ６ ３ ， ８ ９ ９

３ ４ ， ４ ２ ７

３ ７ ， ０ ９ ８

４ ５ ， ０ ６ ０
１ ４ ， ９ ０ ５

２ ８ ４ ， ０ ０ ０

１ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ Ｑ
９ ６ ０ ， ０ ０ ０

２ ２ ５ ， ７ ４ ５

５ ０ ， ０ ０ ０

４ ７ ， ４ ４ ４
１ ５ ， ４ ０ ０

９ ３ ， ０ ２ ９

１ １ ， ３ ４ ６

１ ６ ， ２ ４ ８ ， ９ ０ ８

１，７５９０，４６３

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

受取利息
雑収入

前期繰越剰余金

１ ５ ， ８ ０ ２ ， １ ７ ８
６ ５ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ０ ５ ５ ， ０ ０ ０

２ ６ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ３ ４ ０ ， ０ ０ ０
７ ４ ５ ， ０ ０ ０

５ ３ ８ ， ０ ０ ０

１ ４ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ １ ５ ， ５ ２ ５

９ ２ ４ ， ２ ０ ２

１ ， ０ ０ ６ ， ８ ６ ７
１ ， ３ ６ ７ ， ５ ８ ４

１ ， ６ １ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０

３ ０ ３ ， ２ ３ ２
２ ３ ８ ， ８ ２ ２

６ ４ ， ４ １ ０

１ ， ７ ３ ３ ， ９ ６ １

合 計 １ ７ ， ８ ３ ９ ， ３ ７ １ 合 計 １ ７ ， ８ ３ ９ ， ３ ７ １

- ６ -
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ｒヽ

ｒ`

ゝ ・

すなわち、
収入は減ったにもかかわらず、支出が若干な

がら増加しているという点です。
現時点では、神経質になるポジショソではあ
りませんが、こういう数値は一般企業の場合に
は黄信号となります。
今年度の収入予算は、１４、８６０千円を計上して

おりまして前期実績より３、４３６千円も多く、３０
％増に当ります。
従って、今年度は収入増に相当注力し、支出

抑制にも心掛けなければなりません。
基本財産約６千万円を活用して自前の土地、

建物を取得し、２４時間体制の実現を展開してい
る時、安定した収入・法人会費の収入増を計り、
その範囲内で恒常的支出をするこど入るを量っ
て出るを制ずを絶えず心してまいります。
どうか、このような状況をよくご理解くださ

いまして、本年度も格別ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。
（財務委員長加藤迪春）

１９９８年度予算 ．（単位円）

借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９８年度予算額 科 目 １９９８年度予算額
事業費支出

教育・訓練費
広報費
調査・研究費
渉外費
特別事業費
職員給与・賞与
福利厚生費
退職引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
備品・消耗品費
営繕費
租税公課
拠出金
保険料
雑費

基金繰入

３ ， ２ ２ ５ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ５ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ５ ７ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ， ０ ０ ０
６．００，０００

８ ８ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ５ ０ ， ０ ０ ０

４ ０ ０ ， ０ ０ ０

ｊ ０ ， Ｑ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ０ ０ ０
２ ９ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０

９ ６ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， １ ２ ０ ， ０ ０ ０

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ〉
賛助会費（Ｃ）
相談貝の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
Ｉ事業外収入

受取利息
雑収入

小計
前期繰越剰余金

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
３ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０
１，３，００，０００

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ６ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ８ ０ ０ ， ０ ０ ０

１，（Ｅ００，０００

１，１０．０，０００
１，０００・，０００

２，５１゛０，０００

５ ０ ， ０ ０ ０

１ ３ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ２ ０ ， ０ ０ ０
０

Ａ 計 ２ ０ ， ０ ２ ０ ， ０ ０ ０ 合 計 ２ ０ ， ０ ２ ０ ， ０ ０ ０

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの咩
０１３年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９７年１２月）

１９８５年からの総受信数は１１５２，７３２件で，相談員との会話がなかった無言電話；３１乳３２８件をのぞくと相談電

話の受信数は１１７，４０４件となります。（１９９７年１２月３１日現在）
１９９７年は１日あたり３０．８件の相談電話を受伝しています。

（件数）

１８，０００

１７，０００

１６，０００

１５，０００

１４，０叩

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

９，０｛幻

８，０００

７，０００

６，０００

５，０００

４，０００

３，官収

２，０００

００００

１９８５．７～１９９７．１２
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１９８６
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１１，６４８
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１７，２１０

１９８９

１５，１１６
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１２，６４３
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電話相談のなかでさまざまな社会資源を使ったり、紹介することがある。
電話相談では「問題を解決する」ことよりもまず「利用者とのかかわりのなかで、解決の方法や

方向を見いだす」ことが中心となる。つまり、さまざまな川題を抱えて困っている利用者にたいし
て、誠実な聞き手・親身な協力者になることだと言われている。

電話相談員のなかには「ただ相手の話を聞くだけで相談が終わってしまうのだが、それでいいの
だろうか」といつも思っている人達もいる。しかし、電話相談貝にできる最も重要なことは「相手
の話を聴くこと」なのだ。

このように考えると、電話相談での川題解決には地域社会やさまざまな社会資源とのネットワー
クが必要なのだろう。
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本 当 の 自 分 に た ち 戻 る
ゴール デ ソ ・ ウ イー ク を 待 ち き れ な い 人 々 の 熱

気 な の か 、 都 会 の 喧 騒 が 心 を 煽 る の か 、 休 日 前 夜

の 盛 り 場 は 、 流 行 の 服 装 で 携 帯 電 話 を 持 っ た 男 女

で 溢 れて い る 。 狭 い 通 路 で は 茶 髪 の 若 者 達 が 車 座

に 座 り 、 通 行 人 の 迷 惑 な ど 一 向 に 気 に す る 様 子 も

な く 談 笑 して い る 。 そ ん な 彼 ら に は 屈 託 が 全 く な

い 。 一 方 、 同 じ 都 会 の 喧 騒 の 中 で、 言 い 知 れ ぬ 淋

しさと孤独感を味わっている若者もいる。

「相談する人がいないんです」。電話の向こう

か ら 伝 わ ってくる そ の 言 葉 に は 、 何 と も い え な い

悲 哀 が あ っ た 。 「 友 達 は い な い の ？ 」 思 わずそ う

聞 き 返 し そ う に な る 。 た ま た ま か か って き た 電 話

で、 偶 然 出 会 っ た だ け な の に 、 そ の 人 の 人 生 と 自

分 の 人 生 の あ る 部 分 が 重 な り 、 お 互 い に と って 重

要 な 時 間 を 共 有 し た の か も し れ な い と い う 思 い が

あ る 。 相 談 電 話 が 「 一 期 一 会 」 と 言 わ れ る わ け で

ある。

そ ん な 時 、 で き る だ け 正 直 に 関 わ り た い と 思 っ

て い る 。 そ う 言 え ば 生 活 の 場 面 で、 ど れ ほ ど 誠 実

に 相 手 に 関 わ って い る の だ ろ う か と 考 え さ せ ら れ

る 。 正 直 で あ れ る 場 、 本 当 の 自 分 で い ら れ る 場 は

確かに少ない。

電 話 担 当 の 日 、 電 話 の 前 に 座 る 自 分 は 、 社 会 の

役 割 り か ら も 開 放 さ れて い る 。 肩 番 き や 名 前 さ え

も 明 ら か に さ れ な い 相 手 と の 関 わ り の 時 が 、 本 当

の 自 分 で い ら れ る 数 少 な い 貴 重 な 時 間 に な って い

るのかもしれない。

電 話 の ベ ル が 鳴 る 。 受 話 器 か ら 聞 こ えてくる 相

手 の 息 遣 い を 感 じ な が ら 、 一 本 の 電 話 で つ な が る

ホットラインが、自分を正直にさせてくれる。

電 話 を か け て 下 さ っ た 相 手 の 話 に ウ ソ ウ ソ と う

な ず き な が ら 、 ま た 本 当 の 自 分 に た ち 戻 ら せ て い

た だ い て い る 、 自 分 に 気 づ く 。 （ Ｈ ． Ｙ ）
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夜遅く、半分眠ったような状態で湯船につかっていると、涙が流れてくることがある。
以前、半年近く毎晩のように床について電気を消すと、涙が出ていたことがあった。悲しいことがあっ

たわけでもなく、辛いことを思い出したわけでもないのにどうしてかと不思議な気がしていた。ただ静か
にしばらく涙が流れているのである。
そんなことが統いたある日、テレビでストレスについての放送を見た。ストレスの強さを機械で測る実

験のようなことをしていた。ストレスが高まって被験者が涙を流した瞬間、ストレスの強さを示していたグラフの線が
スーッと下降した。その時、私は自分の涙の意味が分かったような気がした。
私はストレスの解消が下手である。スポーツもしない、カラオケにも行かない、絵も描かない。つまり表現するとい
うことが出来ない。趣味らしい趣味がなく、積極的にストレスを発散させるということがない。私の涙は、きっとスト
レスをやわらげる働きをしているに違いない。そう思ったら、ただ不思識に感じていた涙がブラスのものに思えてきた。
辛い大変な内容の話なのに、感情のこもらない淡々とした話し方をしていた相談者が途中で涙声になったり、泣きだし
たりすることがある。そういう時安心して泣いていいのよと言ってあげたくなる。少し心を開いて、ちょっとだけでも
気持ちが楽になってくれたらと思う。（Ｔ．Ｉ）
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日比野カトリック教会

カトリック南山教会

賛助寄付
清水建設株式会社

財団法人後藤報恩会
助成金
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（財）名古屋ＹＭＣＡ

財団法人名古屋中村法人会

株式 会 社 タ ケ ヒ ロ

第１１期養成講座の募集が始まります

大橋鉄工株式会社

受付期間７月１日～９月７日まで

要項を希望される方は返信用封筒を同封の上事務局まで申し込んで下さい。

事務局：〒・１（５１-８６９１名古屋東郵便局私書箱２５７号名古屋いのちの電話事務局

養成講座期間：９８年１０月～１年間毎週火曜日１８：１５～２１：００

賛助会員を募集していま
ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただき有難うございます。心から御礼申しあげます。
年間２、０００万円の運営資金と共に、法人の基金を１０年間で１億円積立り課題を与えられております。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に、会員増加の運動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させていただきま
す。ご利用くだされば幸いです。
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法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
賛助会員（年間１ロ）Ａ１０，０００円 ’Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
一般寄付はご自由な金額で結構です。

夏期・年末寄付
口 座 名 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会 理 事 長 長 岡 利 貞
ロ座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お 問 い 合 わ せ は … 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会 名 古 屋 い の ち の 電 話
事務局魯９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１名古屋東郵便局

事務局魯０５２-９７１７５１８１
相談電話咩０５２-９７１-４３４３

や

私書箱第２５７
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８‥
東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９
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